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        No. 2492
2019 年 9 月 2 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

九
州
北
部
で
記
録
的
な

大
雨
。「
福
岡
、
佐
賀
、
長

崎
県
で
大
雨
特
別
警
報
が

で
た
」「
前
線
に
湿
っ
た
空

気
に
流
れ
込
み
、
線
状
降

水
帯
が
形
成
さ
れ
た
」「
３

県
で
３
人
が
死
亡
、
87
万

人
に
避
難
指
示
が
出
た
」

「
佐
賀
県
で
は
病
院
が
冠

水
し
１
８
０
人
が
孤
立
し

た
」「
鉄
工
所
の
油
が
流
出

し
、
病
院
や
住
宅
街
に
流

れ
込
ん
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

上
野
宏
史
厚
労
政
務
官

が
口
利
き
疑
惑
で
辞
任
。

「
外
国
人
在
留
資
格
を
巡

り
、
法
務
省
に
口
利
き
し

見
返
り
に
金
銭
を
要
求
し

た
」「
こ
れ
で
幕
引
き
は
許

さ
れ
な
い
。
真
相
を
解
明

す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

秋
サ
ン
マ
。
北
海
道
東

の
３
港
に
大
型
船
が
初
水

揚
げ
（
26
日
）。「
今
年
の

漁
場
は
道
東
か
ら
１
３
０

０
㎞
も
離
れ
て
い
て
、
漁

獲
量
も
例
年
の
２
割
程
で

小
さ
め
と
の
こ
と
」「
ス
ー

パ
ー
に
生
サ
ン
マ
が
並
ん

だ
」「
漁
業
関
係
者
が
半
世

紀
ぶ
り
の
不
漁
だ
っ
た
一

昨
年
並
み
と
嘆
い
て
い

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

消
費
税
ア
ッ
プ
。「
小
規

模
商
店
の
対
応
が
遅
れ
て

い
る
」「
店
内
で
食
べ
る
と

10
％
、
持
ち
帰
り
は
８
％
、

な
ど
複
雑
す
ぎ
る
」「
近
く

の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
と
り

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
８
月
26
日
、
参
議

院
選
挙
を
と
も
に
た
た

か
っ
た
各
野
党
・
会
派
に
、

野
党
連
合
政
権
に
向
け
た

話
し
合
い
の
開
始
と
、
そ

の
た
め
の
党
首
会
談
の
開

催
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

申
し
入
れ
文
は
、
野
党

が
力
強
い
政
権
構
想
を
示

す
こ
と
が
、
国
民
に
私
た

野
党
連
合
政
権
に
向
け
た

話
し
合
い
の
開
始
を

　

志
位
委
員
長
が
野
党
各
党
に
申
し
入
れ

ち
の
「
本
気
度
」、政
治
は

変
え
ら
れ
る
と
い
う
「
希

望
」
を
伝
え
、
政
治
情
勢

の
大
き
な
変
化
を
つ
く
り

だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
訴

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
野

党
連
合
政
権
の
土
台
は
す

で
に
存
在
し
て
い
る
と
し

て
、
①
共
闘
の
積
み
重
ね

に
よ
る
信
頼
の
絆
の
広
が

り
②
参
院
選
で
の
13
項
目

の
政
策
合
意
を
あ
げ
、「
意

思
さ
え
あ
れ
ば
、
野
党
連

合
政
権
へ
の
道
を
開
く
こ

と
は
可
能
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

記
者
会
見
で
志
位
氏
は
、

野
党
連
合
政
権
構
想
を
ま

と
め
る
に
は
、
▽
連
合
政

権
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
政

治
的
合
意
▽
一
致
点
を
確

認
し
て
魅
力
あ
る
共
通
政

策
を
練
り
上
げ
る
こ
と
と
、

不
一
致
点
に
つ
い
て
連
合

政
権
が
ど
う
対
応
す
る
か

の
政
策
的
合
意
▽
小
選
挙

区
で
の
本
気
の
選
挙
協
力

の
具
体
化
が
大
切
に
な
る

と
指
摘
。「
こ
の
３
点
が
そ

ろ
っ
て
初
め
て
、
野
党
共

闘
が
本
当
に
力
の
あ
る
も

の
に
な
る
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

埼
玉
県
知
事
選
で
野
党
共
闘
勝
利

  

自
公
政
権
丸
抱
え
候
補
を
破
る

　

8
月
25
日
投
開
票
さ
れ

た
埼
玉
県
知
事
選
で
、
日

本
共
産
党
を
含
む
幅
広
い

野
党
と
市
民
が
支
え
る
前

参
院
議
員
の
大
野
元
裕
氏

（
55
歳
）が
初
当
選
し
ま
し

た
。

　
「
安
倍
自
公
勢
力
対
市

民
と
野
党
の
共
闘
」
の
対

決
構
図
が
鮮
明
に
な
る
な

か
、
当
初
は
優
勢
と
報
じ

ら
れ
て
い
た
自
公
政
権
丸

抱
え
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

タ
ー
の
青
島
健
太
氏
（
61

歳
）
ら
を
破
る
劇
的
な
逆

転
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
野
氏
は
、「
県
民
が
主

役
の
政
治
を
行
い
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
、
医
師
不

足
の
解
消
や
保
育
所
・
学

童
保
育
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
、

中
小
企
業
へ
の
支
援
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
権
利
を
守
る

こ
と
な
ど
を
掲
げ
、
支
持

を
広
げ
ま
し
た
。

あ
え
ず
張
り
紙
で
周
知
す

る
と
言
っ
て
い
た
」「
カ
ー

ド
で
買
え
ば
優
遇
と
か
」

「
新
幹
線
の
切
符
を
買
っ

た
ら
、
帰
り
の
10
月
１
日

以
降
は
消
費
税
が
上
が
り

ま
す
と
言
わ
れ
た
」「
生
活

ご案内
「しんぶん赤旗」全国囲碁・将棋大
会の各地区の大会が始まります。

　日本共産党は全国囲碁・将棋大会を毎年開催し、

今年で 55 回になります。各地区の大会は都道府

県大会の予選も兼ねていますが、高段者だけでな

く、級位者でも子供でも誰でも参加できます。

　武蔵野通研の近隣の地区大会です。

武蔵野三鷹地区：10 月６日（日）10 時開会、三

鷹市公会堂さんさん館

小平・西東京地区：９月 23 日（祝）10 時開会、

美園地域センター。その他の地域は日本共産党の

HP でご確認ください。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

が
厳
し
く
な
る
。
止
め
て

も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
世
界
選

手
権
（
ス
イ
ス
）。「
男
子

単
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
桃

田
選
手
が
連
覇
し
た
」「
日

本
勢
の
全
５
種
目
で
の
メ

ダ
ル
獲
得
は
史
上
初
の
快

植
民
地
支
配
へ
の
真
摯
な
反
省
を
土
台
に
し

て
こ
そ
解
決
の
道
は
開
か
れ
る

　
―
日
韓
関
係
の
深
刻
な
悪
化
に
つ
い
て

　

志
位
委
員
長
が
表
明
（
８
月
26
日
・
要
旨
）

　

一
、
日
韓
関
係
の
深
刻

な
悪
化
を
深
く
憂
慮
し
て

い
る
。 

　

一
、
日
韓
関
係
の
深
刻

な
悪
化
を
招
い
た
直
接
の

原
因
は
、安
倍
政
権
が「
徴

用
工
」
問
題
で
の
政
治
的

対
立
の
「
解
決
」
の
手
段

と
し
て
韓
国
の
「
ホ
ワ
イ

ト
国
」
か
ら
の
除
外
と
い

う
、
政
経
分
離
の
原
則
に

反
す
る「
禁
じ
手
」を
使
っ

た
こ
と
に
あ
る
。

　

一
、
さ
ら
に
根
本
的
要

因
と
し
て
は
、
安
倍
首
相

が
、
韓
国
の
植
民
地
化
を

進
め
た
日
露
戦
争
を
美
化

し
た
２
０
１
５
年
の
「
安

倍
談
話
」
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
95
年
の
「
村
山

談
話
」、98
年
の
小
渕
首
相

と
金
大
中
大
統
領
の
「
日

韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

言
」
で
明
記
さ
れ
た
「
植

民
地
支
配
へ
の
反
省
」
の

立
場
を
投
げ
捨
て
る
態
度

を
と
り
続
け
て
い
る
こ
と

を
、
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
「
慰
安
婦
」
問
題
に
せ

よ
、「
徴
用
工
」
問
題
に
せ

よ
、
過
去
の
植
民
地
支
配

へ
の
真
摯
な
反
省
の
立
場

を
土
台
に
し
て
こ
そ
解
決

の
道
が
開
か
れ
る
。

　

一
、歴
史
を
偽
造
し
、他

国
を
侮
辱
し
、
排
外
主
義

を
あ
お
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
延
命
を
は
か
る
こ

と
は
、
政
権
を
あ
ず
か
る

も
の
の
態
度
と
し
て
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。

　

就
職
情
報
サ
イ
ト
「
リ

ク
ナ
ビ
」
を
運
営
す
る
リ

ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
社
が
、

サ
イ
ト
に
登
録
し
て
い
る

学
生
の
閲
覧
履
歴
な
ど
を

も
と
に
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）

リ
ク
ナ
ビ
の
内
定
辞
退
率

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
２
社
も
購
入

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
規
制
せ
よ

が
解
析
・
推
計
し
た
「
内

定
辞
退
率
」
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
の
２
社
を
は
じ

め
38
社
に
販
売
す
る
と
い

う
問
題
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

閲
覧
履
歴
や
購
買
履
歴

な
ど
の
個
人
情
報
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
的
に

分
析
し
て
人
物
像
を
推
定

し
、選
別
す
る
手
法
は「
プ

ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。
不
正
確
で
不

十
分
な
情
報
に
基
づ
き
、

自
動
処
理
で
人
間
を
評
価

す
れ
ば
、
不
公
正
な
差
別

が
ま
か
り
通
る
社
会
に
な

り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｕ
は
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
へ
の
規
制
を
定
め
て

い
ま
す
が
、
安
倍
政
権
は

消
極
的
で
す
。
個
人
情
報

が
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
使
わ
れ
、
本
人
に
不

利
益
を
与
え
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
へ
の

「訓練も雇用」、雇い止め無効

　ＫＬＭ航空に初の司法判断

約
２
カ
月
の
訓
練
の
あ
と

３
年
と
２
年
の
契
約
を
更

新
し
５
年
間
、
日
本
―
オ

ラ
ン
ダ
路
線
を
乗
務
し
ま

し
た
。

　

労
働
審
判
で
は
訓
練
期

間
が
雇
用
期
間
に
あ
た
る

か
が
争
点
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
者
側
は
、
会
社
が
労

働
契
約
の
枠
内
で
訓
練
す

る
よ
う
改
め
た
実
態
を
指

摘
。
東
京
地
裁
は
訓
練
期

間
が
雇
用
に
あ
た
る
と
判

断
し
ま
し
た
。

挙
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

小
・
中
学
生
の
夏
休
み

終
了
。「
か
つ
て
は
新
学
期

は
９
月
か
ら
だ
っ
た
が
、

今
年
は
８
月
26
日
頃
か
ら

に
な
っ
て
い
る
」「
子
ど
も

が
元
気
で
登
校
し
て
よ

か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
東
京
は
連
日
天
気
が

不
安
定
だ
」「
よ
う
や
く
涼

し
く
な
っ
た
」「
ミ
ン
ミ
ン

ゼ
ミ
が
し
き
り
に
鳴
い
て

い
る
」「
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ

も
鳴
き
出
し
た
」

規
制
や
忘
れ
ら
れ
る
権
利

を
確
立
し
、
情
報
の
自
己

決
定
権
を
保
障
す
べ
き
で

す
。

（
注
）
忘
れ
ら
れ
る
権
利

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

個
人
情
報
や
誹
謗
中
傷
を

遅
滞
な
く
削
除
さ
せ
る
権

利
。

　

Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ
ラ
ン
ダ
航
空

に
よ
る
５
年
無
期
雇
用
転

換
逃
れ
の
雇
い
止
め
に
対

し
て
、
30
～
40
代
の
日
本

人
客
室
乗
務
員
３
人
が
、

訓
練
期
間
を
含
め
れ
ば
５

年
を
超
過
し
て
い
た
と
労

働
審
判
を
申
し
立
て
た
事

件
で
東
京
地
裁
は
８
月
19

日
、
雇
い
止
め
を
無
効
と

し
、
無
期
転
換
を
認
め
る

判
断
を
出
し
ま
し
た
。

　

申
し
立
て
た
客
室
乗
務

員
た
ち
は
２
０
１
４
年
３

月
、
Ｋ
Ｌ
Ｍ
に
採
用
さ
れ
、


